
囲碁将棋クラブ
19：00～

公民館主催事業にご参加下さい TEL.0858-28-2155

色紙に書こう会
9：30～

3B書道教室
18：30～

3Ｂ体操
13：30～

版画教室
19：00～

なごもう会
13：00～

しゃぼん玉会
19：30～

公民館主催事業

すみれ会
13：30～

コールやしろ
9：50～

行事予定 サンプラー会
20：00～

HP http://社公民館.com　Email koyasiro@ncn-k.net
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社公民館報

　今年度の主催事業『知恵の箱』と
しまして「お薬について」と題し、
秋喜の桑田紀美子さんを講師に迎
え講演して頂きます。
　身近な〝お薬″について聞いて
みませんか？

☆期　日　5月 16日 ( 水 )

☆時　間　9時30分～
☆場　所　社公民館
☆講　師　桑田紀美子さん
　　　　　（薬剤師）

お薬について

どなたでも参加できます♡

☆期　日　5月27日（日）

☆時　間　9時～12時

☆場　所　社小学校体育館

※持ち物　上履き

内容　バスケット

（社ミニバスケットボールクラブ男

子・女子）

社学校体育施設開放企画運営委員会

住民スポーツの日

バスケット

2018年5月号　424号　毎月1回発行　社地区全世帯に配布

やしろ
2018

5

主催事業
知恵の箱

　陶芸教室を下記の日程で開催し

ます。この機会に「陶芸の里・やし

ろ」の陶芸家の先生から直接陶芸

を学んで見ませんか。

☆期　日　5月29日（火）

☆時　間　9時30分～

☆場　所　社公民館

☆講　師　国造焼　山本花野子氏

※材料費　1,000円（大きさによっ

ては追加料金がかかります）

5/22 までに社公民館にご連絡下

さい。

陶芸教室参加者募集

①五輪まつり委員会
19：00～

②五輪まつり実行
委員会19：00～

知恵の箱
9：30～

陶芸教室
9：30～

3B

3B

老人クラブ9:00～

身障協会社支部
9:30～

社地区グラウンド・
ゴルフ大会
開会8:30～
法華畑遺跡公園

やしろ卓友会9:30～

社句会14:00～

やしろ卓友会
9:30～

食推19:00～

同推総会19:00～

館長会19:30～

遺族会13:30～

ぺっやしろ運営委員会
19:00～

男の料理教室
10:00～

同推運営委員会
19:00～

老人クラブ9:30～

老人クラブ9:00～ 選句会　9:30～ 民児協　19:00～

青少協総会19:00～

給食サービス1班
9：00～

424

昨年より7名多い

52名が社小学校に入学

今日から1年生

社公民館

三上一治新館長



　

平
成
30
年
度
社
地
区
振
興

協
議
会
の
総
会
が
こ
の
ほ
ど

開
か
れ
、
平
成
29
年
度
事
業

報
告
・
決
算
報
告
・
平
成
30

年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
・

第
33
回
や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り

企
画
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

協
議
が
行
わ
れ
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
新
会
長
に
は
加
藤
一
巳

さ
ん
（
社
地
区
青
少
年
育
成

協
議
会
長
）
、
副
会
長
に
は
杉

村
貞
夫
さ
ん
（
社
自
治
公
民

館
協
議
会
長
）
・
大
下
哲
夫

さ
ん
（
社
体
育
振
興
連
絡
協

議
会
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任

さ
れ
ま
し
た
。　

　

新
年
度
の
事
業
と
し
て
は

地
域
振
興
を
基
本
と
し
た
昨

年
度
事
業
の
継
続
が
中
心
。

昨
年
度
予
定
さ
れ
て
い
た
文

化
振
興
連
絡
協
議
会
の
今
年

度
設
立
を
目
指
し
ま
す
。
や

し
ろ
五
輪
ま
つ
り
は
７
月
21

日
（
土
）
の
開
催
で
、
五
輪
供

養
と
併
せ
て
住
民
参
加
型
の

ま
つ
り
を
継
続
し
て
推
進
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
会
長
に
加
藤
一
巳
さ
ん
を
選
任
。

科 　 　 　 目

協 　 力 　 金

交  付  金

委 託 料

雑 　 収 　 入

繰 　 越 　 金

合 　 　 　 　 計

科 　 　 　 目

事 業 推 進 費

1) 会 　 議 　 費

2) 事 　 務 　 費

3) 雑 　 　 　 費

事 業 活 動 費

①学童保育支援事業 

②館報発行事業 

③元気の出る趣味講座 

④次世代育成支援事業 

⑤文化振興支援事業 

⑥やしろ五輪まつり 

⑦地域安全事業 

体 育 活 動 促 進

四王寺山/山村広場管理費

予 備 費

合 　 　 　 　 計

1.

　

　 

2.

　

　

3.

4.

5.                       

予算額

82,500

1,524,000

70,000

138

136,862

1,813,500

予算額

45,000

20,000

10,000

15,000

1,524,000

170,000

210,000

50,000

120,000

450,000

500,000

24,000

50,000

70,000

124,500

1,813,500

決算額

82,500

1,524,000

70,000

1

136,862

1,813,363

決算額

2,754

0

2,754

0

1,524,000

170,000

210,000

50,000

177,025

392,975

500,000

24,000

50,000

70,000

120,278

1,767,032

増　　減

0

0

0

△ 137

0

△ 137

増減

△ 42,246

△ 20,000

△ 7,246

△ 15,000

0

0

0

0

57,025

△ 57,025

0

0

0

0

△ 4,222

△ 46,468

支出の部

収入の部

備考　支出科目の予算額に過不足が生じたときは、支出の主旨を逸脱しない
限りにおいて科目相互間の経費を流用する

平成29年度　社地区振興協議会決算書

収入額 支出額 残高

1,813,363円－1,767,032円＝46,331 円 （平成30年度へ繰越）

社
地
区
振
興
協
議
会

広
報
活
動
の
積
極
的
な
推
進

主
な
事
業
計
画

①
社
公
民
館
報
「
や
し
ろ
」
の
充
実
と
活
用
（
館
報
編
集
専
門
委

員
会
）

②
社
公
民
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
と
活
用

住
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
健
康
増
進
の
推
進

①
各
種
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
推
進
（
自
治
公
民
館
体
育
部
・
体
育

振
興
連
絡
協
議
会
）

地
域
環
境
美
化
の
推
進

①
市
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
に
協
力

②
各
広
場
、自
治
公
民
館
の
環
境
整
備
、ゴ
ミ
の
分
別
収
集
等
積

極
的
に
推
進
す
る 

③
各
地
区
案
内
板
の
改
修 

地
域
文
化
の
振
興

①
社
地
区
の
文
化
財
、伝
統
芸
能
、伝
承
民
族
文
化
財
の
継
承 

 

②
四
王
寺
山
の
登
山
道
整
備
を
年
次
計
画
に
よ
り
推
進
す
る 

 

③
史
跡
と
陶
芸
の「
や
し
ろ
」と
し
て
推
進
を
図
る
た
め
、教
室

等
を
開
催
す
る 

④
文
化
振
興
連
絡
協
議
会
の
新
設

元
気
の
出
る
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
の
推
進

①
学
童
保
育
支
援
事
業

②
館
報
発
行
事
業

③
元
気
の
出
る
趣
味
講
座

④
次
世
代
育
成
支
援
事
業

⑤
文
化
振
興
支
援
事
業

⑥
や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り

⑦
地
域
安
全
事
業

　

＊
五
輪
供
養
を
住
民
参
加
型
に
な
る
よ
う
工
夫
す
る

（
1
5
2
・
4
万
円
補
助
事
業
）



７
月
21
日
（
土
）
開
催

　

こ
の
た
び
地
区
振
興
協
議

会
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

前
任
の
方
と
は
違
い
思
慮
に

足
ら
な
い
若
輩
の
私
に
と
っ

て
は
重
責
で
あ
り
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
皆
様
の
ご
協
力
あ
っ

て
の
地
区
振
興
で
す
の
で
、

与
え
ら
れ
た
職
責
を
は
た
す

べ
く
出
来
る
限
り
の
活
動
を

　

こ
の
ほ
ど
、
社
地
区
体
育

振
興
連
絡
協
議
会
の
総
会
が

開
催
さ
れ
、
前
年
度
決
算
、
新

年
度
予
算
、
新
年
度
事
業
計

画
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
あ
と
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
会
長
に
大
下
哲
夫
さ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
が
思
う
地
域
の
活
性
化

と
は
、
住
む
人
々
が
元
気
に

な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

元
気
に
な
る
に
は
希
望
が
必

要
で
す
。
諸
先
輩
た
ち
が
繋

い
で
き
た
希
望
の
タ
ス
キ
を

絶
や
す
こ
と
な
く
、
次
代
に

つ
な
げ
れ
る
よ
う
今
ま
で
以

上
に
希
望
が
実
感
で
き
る
よ

う
会
を
運
営
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

ん
（
福
光
）
、
副
会
長
に
向
井

正
さ
ん
（
和
田
東
町
）
が
新
任

さ
れ
、
副
会
長
の
松
井
勇
貴

さ
ん
（
福
光
）
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
年
度
事
業
と
し
て
は

「
健
康
な
体
力
つ
く
り
と
、
ス

ポ
ー
ツ
行
事
へ
の
参
加
。
子

ど
も
・
若
者
・
高
齢
者
の
交

流
推
進
」
と
し
て
、
活
動
・
支

援
を
行
い
ま
す
。
同
協
議
会

で
は
地
区
民
の
事
業
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り
会
場
で
、
屋
台
を
出
店

し
て
い
た
だ
く
グ
ル
ー
プ
・
団
体
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

　

出
店
し
て
い
た
だ
く
皆
様
に
は
屋
台
関
係

者
打
ち
合
わ
せ
会
（
６
月
７
日
《
木
》
19
時
〜
）

の
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日

朝
の
テ
ン
ト
設
営
や
、
イ
ス
・
テ
ー
ブ
ル
の
持

ち
込
み
に
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

毎
年
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

社
地
区
振
興
協
議
会
（
加
藤
一
巳
会
長
）
の
総

会
で
、
今
年
度
の
や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り
の
日
程
が

７
月
21
日
（
土
）
開
催
と
決
ま
り
ま
し
た
。
や
し
ろ

五
輪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、
例
年
通
り
、
今

月
か
ら
屋
台
出
展
者
、
ス
テ
ー
ジ
の
出
演
者
の
募

集
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
事
務
局
の
社
公
民
館
に

申
込
用
紙
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
社
公
民

館
に
提
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

屋
台
出
展
者
の
締
め
切
り
は
５
月
25
日
（
金
）
、

ス
テ
ー
ジ
の
出
演
者
の
締
め
切
り
は
６
月
8
日

（
金
）
と
し
て
お
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
の
出
演
者
申

込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
か
時
間
調
整
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

社地区振興協議会

加藤　一巳
（社地区青少年育成協議会長）

就
任
あ
い
さ
つ

新
会
長
に
大
下
さ
ん

社
地
区
体
育
振
興
連
絡
協
議
会

屋
台
出
店
者
募
集
5
・
25
〆
切

6
・
8
〆
切

ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

新会長

社地区体育振興協議会

大下　哲夫

新会長

　

や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
演

芸
を
披
露
し
て
下
さ
る
個
人
・
グ
ル
ー
プ
・

団
体
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

演
芸
の
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
歌
、
バ

ン
ド
演
奏
、
踊
り
、
ダ
ン
ス
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
。
P
A
は
会
場
に
準
備
い
た
し
ま
す

が
、
必
要
に
応
じ
て
機
材
の
準
備
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
当
日
控
え
室
と
し
て
テ
ン
ト

を
用
意
い
た
し
ま
す
。
小
中
高
の
皆
さ
ん
も

積
極
的
に
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

五輪さんをまわり供養した昨年のやしろ五輪まつり　



清
ら
か
や
帽
子
を
脱
ぎ
て
落
花
浴
ぶ

風
な
く
て
声
澄
み
と
お
る
春
野
か
な

久
々
に
集
ふ
嫗
や
花
吹
雪

病
室
の
窓
辺
に
よ
り
て
花
見
か
な

大
山
の
峨
々
く
つ
き
り
と
暮
遅
し

爛
漫
の
夜
桜
枝
垂
れ
水
の
上

ぎ
ん
ぎ
ら
の
夕
日
に
ま
み
れ
春
の
野
良

花
の
下
見
上
げ
る
白
の
重
た
さ
よ

風
味
よ
く
鍋
い
っ
ぱ
い
の
蕗
を
煮
る

（
五
月
の
歳
時
記
よ
り

…

西
尾
　
良
子
選
）

忙
し
さ
も
心
の
張
り
よ
風
は
初
夏

気
づ
き
た
る
日
の
遅
か
り
し
根
切
虫

「
く
ど
く
ど
」「
元
気
」

社
句
会

社
川
柳
会
382

242

飲
み
会
で
皆
が
避
け
て
る
く
ど
い
奴

高
齢
者
元
気
出
し
た
が
途
中
止
め

病
む
連
れ
に
元
気
の
種
を
蒔
き
に
行
く

一
人
だ
と
元
気
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
　
　

繰
り
返
し
く
ど
く
ど
と
云
う
悪
い
く
せ

カ
レ
ン
ダ
ー
印
の
あ
る
日
元
気
出
る

く
ど
く
な
ら
く
ど
く
ど
言
わ
ず
早
目
に
ね

元
気
よ
く
背
な
い
っ
ぱ
い
の
ラ
ン
ド
セ
ル

ス
マ
イ
ル
が
元
気
印
の
証
し
で
す

く
ど
く
ど
と
説
教
す
れ
ど
上
の
空

く
ど
く
ど
と
長
い
話
は
飽
き
が
く
る

問
わ
れ
れ
ば
元
気
元
気
と
言
っ
て
お
く

お
喋
り
も
元
気
に
老
い
る
足
し
に
な
る

く
ど
く
ど
と
言
う
ま
い
嫁
に
嫌
わ
れ
る

く
ど
い
の
は
君
の
為
だ
と
こ
じ
つ
け
る

日
本
の
母
を
元
気
に
や
っ
て
い
る

人
育
て
く
ど
く
ど
言
う
は
効
果
な
し

く
ど
く
ど
と
長
い
挨
拶
き
い
て
な
い

吉
田
や
す
子

村
本
普
喜
子

秋
藤
　
洋
子

伊
藤
一
七
子

小
椋
　
恭
子

永
見
　
松
明

西
尾
　
良
子

早
田
　
圭
吾

牧
田
賀
寿
恵

稲
畑
　
汀
子

岡
安
　
仁
義

春
　
優

佳
代
子

義
ち
ゃ
ん

一
〇
九
三

吹
　
苑

す
み
こ

瑛
　
子

み
え
こ

理
　
子

哲
　
夫

登
美
子

雄
　
大

シ
ゲ
ヨ

　
正

す
み
れ

か
ず
え

　
緑

け
い
こ

ふ
き

が
　
が

お
う
な

ら
ん
ま
ん

し
だ

☆
芍
薬
・
薔
薇
が
咲
き
、
河
鹿
が
鳴
く
新
緑
の
季
節
を
迎
え
ま
し

た
。
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
訪
れ
で
す
。　

薫
風
に
鯉
幟
が
は
た
め
き
、

蚊
や
蝿
が
出
て
く
る
と
夏
ら
し
く
な
り
ま
す
。
5
月
5
日
は
、
立

夏
・
こ
ど
も
の
日
で
す
。
母
の
日
は
13
日
。
こ
の
日
か
ら
夏
場
所

が
始
ま
り
ま
す
。
句
会
は
、
5
月
7
日
（
月
）
午
後
2
時
よ
り
社

公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

☆
次
の
課
題
は
「
転
ぶ
」
で
す
。
５
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
公

民
館
へ
お
届
け
下
さ
い
。
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.
.
.
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.
.
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.
.
.
.
.
.

た
。
こ
の
間
培
っ
た
経
験
を

活
か
し
、
社
会
教
育
・
生
涯

学
習
の
推
進
と
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
一
助
に
な
れ
ば

と
考
え
大
役
を
お
引
き
受
け

致
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
出
会
い
の
場
で
あ
り
活

動
拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
公
民
館
。
ま
た
、
支
え

合
う
人
づ
く
り
・
輝
く
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
地
域

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
子
供
た

ち
そ
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
の
居
場
所
づ
く
り
の
場
と

し
て
多
く
の
皆
さ
ん
が
集
え

る
公
民
館
を
め
ざ
し
て
公
民

館
事
業
推
進
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
方
の
温
か

い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

社
公
民
館
館
長

　
　
　
　
　
　
　

三
上
一
治

　

４
月
１
日
よ
り
社
公
民
館

館
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た

三
上
一
治
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

22
年
間
社
地
域
の
事
業
活

動
に
参
画
し
て
ま
い
り
ま
し

　

ぺ
っ
!
や
し
ろ
（
福
井
隆

彦
会
長
）
の
平
成
30
年
度
事

業
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
恒
例
の
泥
ん
こ
バ

レ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
3
年
目

の
集
大
成
と
し
て
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
ツ
リ
ー
作
成
に
挑
戦

し
ま
す
。
12
月
に
は
点
灯
式

も
賑
や
か
に
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

恒
例
の
社
地
区
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、下
記
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
は
２
ラ
ウ
ン
ド
合
計

戦
で
、
団
体
戦
・
個
人
戦
で
争

い
ま
す
。

▽
期　

日　

5
月
13
日（
日
）

▽
時　

間　

8
時
30
分
開
会

▽
場　

所　

法
華
寺
畑
遺
跡

公
園

▽
場　

所　

社
小
学
校
体
育

館

▽
期　

日　

６
月
10
日
（
日
）

▽
時　

間　

（
開
会
）8
時
〜

昨年の泥んこバレー

　

小
学
校
時
代
の
友
人
か
ら

依
頼
さ
れ
た
ペ
ン
リ
レ
ー
。何

を
書
く
か
な
と
考
え
て
い
た

ら
、
ふ
と
小
学
生
の
と
き
の
事

を
思
い
出
し
ま
し
た
。あ
の
頃

は
、
約
１
時
間
か
け
な
が
ら

小
学
校
に
通
っ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。そ
ん
な
長
い
道
の
り

を
通
う
中
で
、
小
学
生
の
時
の

私
は
教
科
書
と
ノ
ー
ト
を
必

要
以
上
に
ラ
ン
ド
セ
ル
に
詰

め
込
み
、
い
つ
も
パ
ン
パ
ン
の

状
態
で
通
っ
て
い
ま
し
た
。な

ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
た

か
と
い
う
と
、「
鍛
え
る
」た
め

で
し
た
。小
学
生
時
代
は
足
が

速
い
。運
動
神
経
が
良
い
。そ

れ
が
私
の
考
え
て
い
た
何
よ

り
大
事
な
こ
と
だ
っ
た
か
ら

で
す
。下
校
の
時
、
一
人
で
帰

る
と
き
に
は
走
っ
て
帰
り
ま

し
た
。家
ま
で
何
分
で
つ
く
か

計
り
、
20
分
を
切
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。勉
強
は

…
苦
手
で
し
た
ね
。少
し
前
に

小
学
校
時
代
に
書
い
た
国
語

の
作
文
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
が
押

入
れ
か
ら
出
て
き
た
の
で
す

が
、
書
き
出
し
が
「
ぼ
く
は
ご

ん
ぎ
つ
ね
の
学
習
が
嫌
い
で

す
。」
で
し
た
か
ら
。で
も
楽
し

い
思
い
出
ば
っ
か
り
の
小
学

校
生
活
で
、
こ
こ
に
は
書
き
き

れ
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
で

す
。そ
ん
な
私
で
す
が
今
は
小

学
校
の
教
員
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
５
年
担

任
。将
来
、
教
え
子
達
も「
あ
の

こ
ろ
楽
し
か
っ
た
な
。」
と
思

い
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
な
と
感
じ
た
今

日
こ
の
頃
で
し
た
。

　

次

回

は

伊

藤　

忠

さ

ん

（
和
田
東
町
）で
す
。

「
思
い
出
」

NO.323

ペンリレー

小
谷
　
将
人
（
馬
場
町
）

〝
ぺ
っ
！
や
し
ろ
〞
事
業
計
画

　

4
月
10
日
、
倉
吉
市
国
分

寺
、
倉
吉
市
立
社
小
学
校
（
米

村
秀
昭
校
長
）
で
入
学
式
が

行
わ
れ
新
一
年
生
が
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
昨
年
の
入
学
者

45
名
に
対
し
今
年
は
52
名

と
、
少
子
化
に
逆
行
し
て
７

名
も
増
え
、
賑
や
か
な
入
学

式
と
な
り
ま
し
た
。

　

社
地
区
民
生
児
童
委
員
協

議
会
（
小
谷
秀
昭
会
長
）
は
、

入
学
式
の
後
、
一
年
生
の
教

室
を
ま
わ
り
、
通
学
時
の
交

通
安
全
を
願
っ
て
ラ
ン
ド
セ

ル
カ
バ
ー
を
贈
り
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
が
毎
年
続
け
て

い
る
活
動
で
、
黄
色
い
カ

バ
ー
は
遠
く
か
ら
で
も
目
に

つ
き
や
す
く
、「
ド
ラ
イ
バ
ー

の
方
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
子

ど
も
達
の
安
全
に
配
慮
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　

三
上
新
館
長
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。地
域
活
動
に
参
加
し
て
22

年
と
の
こ
と
。体
振
会
長
、地
区
振
副
会
長
、五
輪
ま
つ
り
実
行
委
員

長
な
ど
や
し
ろ
の
「
重
鎮
」
と
し
て
そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。今
後
は
社
会
教
育
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
中
核

の
長
と
し
て
そ
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
康
）

社
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

社
地
区
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

新
一
年
生
に
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
る

社
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

＊
泥
ん
こ
バ
レ
ー

＊
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ウ
ォ
ー
ク

＊
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー
作
成

＊
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー
点
灯
式

6
月
24
日
（
日
）

10
月
21
日
（
日
）

未
定

12
月

社
公
民
館
長
就
任
あ
い
さ
つ

公
民
館
研
究
指
定
事
業


